
（別紙様式例３）

公表日：令和6年2月29日 事業所名： 子育てサポート　ぷれ・しゅーれ

はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

○
玄関ホール、2階、外回りを活用
しながらスペースを確保していま
す。

88% 6% 6%

１階２階水遊びやしゃぼん玉を
楽しむ外スペースもあり嬉しい。
写真しか見ていないので不明。

活動スペースを見ていただける
ように今後、検討していきます。

2 職員の適切な配置 ○
利用人数の多い日など、人手が
足りないと感じることもあります。 94% 6%

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

○

コミュニケーションボードの設置
や子どもたちが活動に集中しや
すいような家具や遊具、机の配
置を正しく整備しています。

94% 6%

写真やイラストがあり自分の場
所がよく分かります。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

○

毎活動前に清掃を行い、子ども
さんが清潔を保てるような個々
にあった空間にしています。

10% 12% 18%

活動している写真上しか分から
ないので細かくは不明です。

活動している様子を見ていただ
けるように今後、検討していきま
す。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

○

活動前、活動後にミーティングを
行っています。

　

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

○

今後、検討していきます。 今後、検討していきます。

3
職員の資質の向上を行うための研修機
会の確保

○

毎月のスタッフ勉強会や、自閉
症ｅサービス等の外部研修に参
加しています。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

○

個別支援計画のミーティングを
行い利用日などに子どもさんの
活動の様子を伝え、保護者の方
からの相談を受けています。

100%

子どもにあった支援計画になっ
ていると思います。希望にも沿っ
てもらえています。

2

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

○ 100%

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

○

小集団のお集まり、近隣の公園
へ散歩、個別のワーク課題など
行っています。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

○

ミーティング、支援会議にて支援
の振り返りを行っています。

100%

子どもの様子を情報共有しても
らえていて、それを反映してくれ
ます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案 ○

余暇プログラムがマンネリ化し
ないよう本や動画を参考にした
り、若い職員からのアイデアを
柔軟に取り入れています。

6
活動プログラムが固定化しないような工
夫の実施

○

保護者の方から子どもさんの好
きな活動をお聞きし興味に沿っ
た活動を工夫し提供していま
す。

94% 6%

ちょっとした子どもの発言や行動
を細かく見て活動の内容を計画
してくれることがありがたい。好
きな遊びを取り入れてくれます。

7
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

○

夏休み企画を取り入れ休暇中
の支援を行いました。

8
支援開始前における職員間でその日の
支援内容や役割分担についての確認の
徹底

○

職員の役割、分担を表を記載し
各自で確認を行っています。

9
支援終了後における職員間でその日行
われた支援の振り返りと気付いた点など
の情報の共有化

○

業務日誌を使用し職員間で振り
返りを記入し共有を行っていま
す。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹
底や、支援の検証・改善の継続実施

○

個人の記録ノートに記入し職員
間のっ情報共有、引継ぎを行っ
ています。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画の見直し

○

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議への参画

○

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連
絡体制の整備

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援
のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との
間での支援内容等の十分な情報共有

○

関
係
機
関
と
の
連
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環
境
・
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制
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備
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務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目



5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

○

移行支援のためではないが、並
行通園の方に対しては園への
訪問を行ない、園での過ごしや
すさに繋がる情報提供をしてい
ます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携や、専門
機関での研修の受講の促進

○

ケース会等で関わりを持ったり、
案内があれば研修に参加したり
しています。また、発達支援セン
ターで行われた検査説明に保護
者の方と同席しています。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

○

定期的ではないが、地域の公園
に行き、事業所以外の子どもさ
んたちもいる中であそぶことが
あります。

65% 12% 12% 12%

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

○

定期的な活動ではないが、地域
の方が行っている活動のお手伝
いとして〝玉ねぎを持って行〟く
お出かけ企画を行いました。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

○ 100%

利用日に何かあったのか、伝え
てもらい成長を感じることが出
来、不安に感じている事もアドバ
イスを貰えます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

○ 100%

相談時間もあり、送迎時や連絡
帳でも情報共有してくれます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

○

相談等を通じて、ご家庭でも支
援が実施できるよう、特性や支
援方法などの共有を行なってい
ます。

71% 6% 6% 18%

親自身があまり余裕がなく、ト
レーニングが出来ていないで
す。

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

○

日々の引き継ぎや相談を通し
て、保護者の方のペースに合わ
せて、共有理解を図るための努
力をしています。

100%

5
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談への適切な対応と必要な助言の実
施

○

保護者の方からの相談をお聞き
し、必要な関係機関へ一緒に出
向き情報を共有させていただい
ています。

100%

親の精神的にも相談相手になっ
てくれていてありがたいです。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

○

法人が実施している「みんなの
勉強会」への参加をご案内して
います。 35% 3% 6% 29%

・あるようだが出席出来ていませ
ん。　・お手紙でお知らせをも
らっています。　・支援中に保護
者会があるといいです。

今後、検討していきます。

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対
応

○

保護者の方からのご意見に対
し、ミーティングで必ずスタッフ間
で共有し保護者の方へご説明さ
せていただいています。

65% 6% 29%

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

○ 100%

一人の先生に伝えた内容を全
員の先生が知っていてくれて嬉
しいです。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報についての子
どもや保護者への発信

○

ホームページの更新、LINEの活
用など工夫しています。

82% 18%

LINEや印刷物で子どもの写真で
実際の療育での姿を目にするこ
とが出来ています。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 ○ 100%

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

○

対応マニュアルを掲示していま
す。

47% 18% 35%

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

○

2ヶ月おきに様々なケースで避
難訓練を行なっています。子ど
もさんとはあつまりの時間を使
い、紙芝居等で情報提供をして
います。

59% 18% 6% 18%

3
虐待を防止するための職員研修機会の
確保等の適切な対応

○

虐待防止委員会を設置し、支援
会議内で情報を共有していま
す。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画への記載

○

5
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

○

アレルギーのある子どもさんの
情報、医師の指示書を療育室内
に掲示し、対応方法を動画で確
認しています。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

○

ヒヤリハットにチェック表をつけ
全員が確認出来ているのか分
かるようにしています。
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（別紙様式例３）

公表日：令和6年2月29日 事業所名： チャレンジスクール　えーる

はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

○ 83% 17%

2 職員の適切な配置 ○ 61% 22% 17%

子供の行動や言動の意図、関
わる視点をもって話してくれる方
とそうでない方がいる。

職歴の浅い職員も引き継ぎに出
ることがありますが、ご不安が解
消できる仕組み作りをします。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

○ 83% 17%

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

○ 77% 6% 17%

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

○

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

○

今後、検討していきます。

3
職員の資質の向上を行うための研修機
会の確保

○

毎月一回、法人全体でスタッフ
勉強会を行っています。また、法
人が開催する研修会や外部研
修にも参加しています。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

○ 66% 22% 6% 6%

個別支援計画が渡されるのが
遅くて何が目標になっているか
わからない。話し合って目標を
一緒に決める機会が少ない。

定期的なお話の機会を確実に
持って、個別支援計画の内容や
進捗を共有していきます。

2

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

○ 78% 11% 11%

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

○

4
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

○ 72% 11% 17%

5 チーム全体での活動プログラムの立案 ○

6
活動プログラムが固定化しないような工
夫の実施

○ 78% 11% 11%

日々の活動内容の詳細がわか
らない。

事業所内の見学をしていただい
たり、使用している支援グッズを
見ていただいたりしながら、保護
者の方との共有に努めます。

7
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

○

長期休暇はご家族の生活状況
に合わせつつ、子どもさんにとっ
ても長時間を負担なく過ごせる
ような活動を検討しました。

8
支援開始前における職員間でその日の
支援内容や役割分担についての確認の
徹底

○

9
支援終了後における職員間でその日行
われた支援の振り返りと気付いた点など
の情報の共有化

○

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹
底や、支援の検証・改善の継続実施

○

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画の見直し

○

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議への参画

○

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連
絡体制の整備

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援
のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との
間での支援内容等の十分な情報共有

○

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

区分 チェック項目
事業所の現状評価 保護者の方の評価

評価を踏まえた
改善内容・改善目標

環
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5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

○

6
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携や、専門
機関での研修の受講の促進

○

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

○ 11% 17% 39% 33%

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

○

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

○

契約時に契約書等で説明を行
なっています。また、利用料の変
更や事業所の開所時間等の変
更時には「利用のしおり」を変更
し、配布・説明しています。

78% 12% 5% 5%

受給者証は毎回返してほしい。
時々黙って返却されないことが
あり、こちらも忘れてしまい、なく
したのかと不安になることがあ
る。

月に一回、初回のご利用時に受
給者証をお預かりしています。ご
希望によっては即日にご返却も
できますのでお知らせください。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

○ 66% 17% 12% 5%

サインだけで説明がなかった。 サインをいただく際には説明をさ
せていただいておりますが、今
後は十分な時間を取って丁寧に
できるよう改善していきます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

○ 78% 11% 11%

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

○ 83% 6% 11%

5
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談への適切な対応と必要な助言の実
施

○ 61% 27% 6% 6%

こちらからの問い合わせは丁寧
に対応してくれるが、デイからの
相談回答は定期的に行われて
いない。

ご家庭の状況で頻度は変わって
きますが、1ヶ月～6ヶ月ごとの個
別相談は実施していきたいと考
えています。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

○

みんなの勉強会が保護者同士
のお話の機会になっているよう
です。 55% 17% 11% 17%

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対
応

○

苦情という大きな形になる前に、
日頃から保護者との情報共有、
職員間の情報共有を密に行い、
要望や不安の解決に対応してい
けるよう努めています。

61% 6% 6% 27%

質問に対する回答がなかなか
返ってこないことが多い。

ご不安な時間が長くならないよ
う、職員間のホウレンソウをしっ
かり行なっていきます。また、定
期的なお話の時間を活用できれ
ばと思っています。

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

○ 83% 11% 6%

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報についての子
どもや保護者への発信

○ 83% 6% 11%

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 ○ 94% 6%

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

○ 61% 11% 28%

防犯マニュアルや感染症マニュ
アルはない。

玄関に掲示したり、冊子を置い
たりしています。ご家族にも十分
にお伝えできるよう努めていきま
す。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

○ 50% 17% 33%

3
虐待を防止するための職員研修機会の
確保等の適切な対応

○

虐待防止委員会を設置し、支援
会議内で情報を共有していま
す。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画への記載

○

ヘッドギア着用の子どもさんにつ
いては、保護者の方と情報共有
を行ないながら、着脱のガイドラ
インを作成しています。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

○

保護者からの事前の情報に加
え、食事を伴う活動の場合は参
加者全員に摂食不可なものがな
いか確認を取っています。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

○

ヒヤリハットがあれば書類に記
載し、支援前のミーティングで読
み上げ、対応について検討をし
ています。
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（別紙様式例３）

公表日：令和6年2月29日 事業所名： チャレンジスクール　えーる＋

はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

○
パーテーションを減らし、スペー
スを確保しました。 72% 14% 14%

親は部屋に入ったことがないの
で分からないです。

えーる＋内の見学希望などを伺
い、見学日の設定を検討しま
す。

2 職員の適切な配置 ○
職員数が少なく、焦りながら動い
ている日がありますが、安全に
は十分に配慮しています。

89% 11%

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

○ 82% 4% 14%

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

○ 82% 7% 11%

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

○

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

○

今後、検討していきます。

3
職員の資質の向上を行うための研修機
会の確保

○

毎月のスタッフ勉強会に参加し
たり、外部研修を受講したりして
います。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

○ 93% 7%

2

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

○ 92% 4% 4%

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

○

4
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

○ 96% 4%

5 チーム全体での活動プログラムの立案 ○

全体で話し合う時間が持ちにく
い状況ではありますが、情報共
有はしています。

6
活動プログラムが固定化しないような工
夫の実施

○ 79% 7% 14%

7
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

○

8
支援開始前における職員間でその日の
支援内容や役割分担についての確認の
徹底

○

準備に追われることもあるため、
その場その場で確認しながら動
いています。

9
支援終了後における職員間でその日行
われた支援の振り返りと気付いた点など
の情報の共有化

○

利用者さんが全員降所した時間
に終礼を行ない、情報共有を行
なっています。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹
底や、支援の検証・改善の継続実施

○

当日中に完了が難しい場合もあ
りますが、翌日には書き終える
よう工夫しています。支援会議
の際には日々の記録をさかの
ぼって話し合うこともあります。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画の見直し

○

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議への参画

○

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連
絡体制の整備

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援
のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との
間での支援内容等の十分な情報共有

○

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

区分 チェック項目
事業所の現状評価 保護者の方の評価

評価を踏まえた
改善内容・改善目標

環
境
・
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制
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備
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5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

○

6
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携や、専門
機関での研修の受講の促進

○

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

○ 11% 7% 11% 71%

本人の利用時には交流はない
のですが、本人に合う形で機会
があればお願いしたいです。

実現できるよう検討していきま
す。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

○

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

○

契約時にご説明しています。後
日ご質問いただいた場合にも、
その都度ご説明させていただい
ています。

96% 4%

毎回丁寧に説明してくださり、有
り難いです。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

○ 75% 14% 4% 7%

半年経った時の面談がなく、評
価や計画などが確認出来ないま
まになってしまっています。

半年毎に支援内容についての
話をする場を設けるようにいたし
ます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

○

個別相談の時間を取って対応し
ています。

64% 14% 4% 18%

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

○

日々の引き継ぎの際や個別相
談時にお話を伺うようにしていま
す。 100%

いつも話を聞いてくださってい
て、不安も軽減出来ています。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談への適切な対応と必要な助言の実
施

○ 100%

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

○

みんなの勉強会で座談会として
交流できる機会を設けていま
す。 42% 4% 4% 50%

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対
応

○ 71% 29%

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

○

利用予定を事前にお伝えする必
要がある場合は、メール等で情
報をお知らせしています。 96% 4%

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報についての子
どもや保護者への発信

○ 79% 21%

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 ○ 100%

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

○

保護者への周知方法について
検討しているところです。

64% 4% 7% 25%

マニュアルをもらっているかもし
れないのですが、手元にないの
で年に1回確認できるように配布
などしていただけると有り難いで
す。

十分なお知らせができるよう検
討していきます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

○ 64% 4% 7% 25%

3
虐待を防止するための職員研修機会の
確保等の適切な対応

○

虐待防止委員会を設置し、支援
会議内で情報を共有していま
す。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画への記載

○

5
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

○

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

○

部署内のヒヤリハットだけでな
く、法人全体でヒヤリハットを共
有することで様々な対策を共有
できています。
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